
半導体：2019 年世界市場 4090 億㌦（12.7％減）も 20 年は 6％増へ

WSTS の秋季予想で 2019 年半導体市場が前年比 12.8%減の 4090 億米ドル予想と発表

WSTS が 12/3 に 2019 年秋季予想で 2019 年半導体市場が前年比 12.8%減の 4090 億米

ドル予想と発表した。2019 年は米中摩擦、Brexit 等の不透明要素が多く、主要用途のスマ

ートフォンの伸び悩みなども影響、通年で 2 桁減となり、IT バブル崩壊直後の 2001 年以

来の 2 桁マイナスとなる。なお 2019 年春季予想 12.1％減に対し 0.7 ポイント下方修正され

たものの、昨今の 5G の立ち上りや、次世代デバイスの本格投入などで底入れ感が出ている。
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半導体合計 IC メモリ



地域別では米国の落ち込みが 27.5 億㌦、26.7％減と厳しく、アジアパシフィックは 8.8％
減ながら、減少額では米国並みの 24.9 億㌦の落ち込みとなっている。米中摩擦、世界的な

スマートフォンの停滞が大きく影響した格好に。

集積回路の製品別ではメモリが前年の1580億㌦から33％減の1,059億㌦と大幅減少し、

集積回路の減少分の大半の要素がメモリの減にある。メモリは DRAM、フラッシュとも大

幅単価ダウンの影響が大きい。
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2019 年半導体売上高 1 位はインテルが返り咲き見通しに

米 IC インサイト社調査によれば、2019 年の半導体企業トップ 15 社（ファウンドリ含

む）の売上高は前年比 15％減の 3149 億㌦となる模様。売上高推移では供給能力が追いつ

かず苦労していたインテルがほぼ横ばいを確保、TSMC も先端デバイスの拡大などがあり

微増を確保した一方で、サムソン、SK ハイニックス、マイクロンの 3 大メモリサプライヤ

がメモリバブル崩壊で軒並み 30％程度減少した。この結果、インテルが 3 年ぶりに 1 位に

返り咲き、TSMC がサムソンに次ぐ 3 位に入り込む形となった。また 15 社中でプラス成長

が 3 社あるが。CMOS イメージセンサの拡大で 24％増のソニーセミコンダクタが例外的な

伸びを示した。

更に IHS Markit Technology 社の調査では、2019 年 3Q でソニーセミコンダクタがファ

ウンドリ含まずの順位で 2Q の 15 位から 9 位に躍進している。



2020 年 WSTS 予想は 5G の立ち上りやデータセンタ関連投資復活で 5.9％増 4330 億㌦に

今回、WSTS の 2020 年販売予測は 4330 億㌦と、米中摩擦の激化や世界経済のさらなる

悪化を想定しない前提で 2019 年春予測とほとんど変化ない数字を予測した。製品別ではオ

プトが 12.5％増の 462 億㌦と 19 年の 8.0％増から更に伸び率が高まる見通しの他、IC は

総じて 5％内外の伸びを見込む。

鍵を握るのは 5G の進展、IoT やビッグデータなどのデータ爆発によるメモリ需要の復

活にあり、実際、先端ロジックデバイスの拡大に加え、メモリ価格もボトムから反発の兆し

が見え始めてい

る。インテルが 14 
ナノデバイスの拡

大で CPU 不足の

解消に向けて投資

を上乗せ、また漸

く 10 ナノデザイ

ンルールでのCPU
供給も 2020 年春

以降本格化する見

通しで、次世代デ

ータセンタ投資が

活発化しよう。ま

たサムソン電子も

中国西安でのスマ

ホ向け NAND フ

ラッシュ半導体の

増強を表明するなど、需要増を見込んだ

設備投資再開に動き出した。さらに中国

では 5G に向けた基地局投資の拡大が継

続しており関連する半導体需要が拡大し

よう。5G 端末もすでに中国、韓国メーカ

ー中心に 30 機種が投入され、中国では

11 月にスタートしたばかりの 5G サービ

スに年内 2000 万人達成との見方も出て

おり、2020 年より本格拡大が控えてい

る。いずれにしても、英国の 1 月離脱が

明確となり、米中摩擦も当面大統領選挙終了までは休戦状況を続ける見通しから摩擦激化

が避けられる可能性も出てきており、想定以上の需要回復も見込める状況となりつつある。



世界半導体製造装置市場は 19 年の 10％減 576 億㌦底に 21 年は最高額更新へ

2019 年の半導体製造装置売上高は 18 年の最高額から 10％減の 576 億㌦へ減速

2019 年末の SEMI による半導体製造装置販売額予測（12/12 発表）は 2018 年の過去

最高額 644 億㌦に対し 10.5％減の 576 億㌦が見込まれる。なお夏予想 627 億ドル（前年

比 18.4％減）に対しては Q3 からの底入れで 11.8％上振れての着地となりそうである。

カテゴリー

別ではウエハ

ープロセス処

理装置が 9％
減の 499 億ド

ル（夏予想比

77 億㌦上振

れ）、テスト装

置が 14％減の

48 億ドル、パ

ッケージング

装置や組立な

ど後工程装置

は 26.1％減の

29 億㌦と、跛行色が強い結果となった。

市場別では最も伸長したマーケットは台湾で、53.3％増の 155.8 億ドルを見込み、韓国

を抜き再度最大の装置市場となる模様。一方、韓国はメモリ中心に設備投資先送りが相次ぎ

40％減の 105.2 億㌦と中国にも負け、3 位市場に後退する。



2020 年 5.5％増の 608 億㌦予想、2021 年は全セクタ-が成長し 668 億ドルと記録更新へ

SEMI の 2020 年半導体製造装置売上高予測は 5.5％減の 608 億㌦となっており、これは

19 年 7 月予測の 676 億㌦に対して 20.3 億㌦上方修正した数字となっている。

2020 年は先端ロジックやファウンドリを中心に 10 ナノに加え 7 ナノ、更には 5 ナノ装

置への投資が活発化する見通し。また中国が新規プロジェクトを活発化、半導体製造装置は

先端デバイス向けを中心に拡大、全体として 5.5％増を見込む。実際、2020 年に着工する



半導体前工程ファブの設備投資が 2019 年の 380 億㌦から 500 億㌦に迫るとの予測を出し

ており、2020 年には新たに 18 のファブ計画が着工となる見通し。しかも 18 の内 10 件
は実現性が高いと見られる。なお、半導体製造装置受注についての開示がなくなったものの、

先端ロジックやファウンドリの投資額は 19 年下期に TSMC や Intel が牽引、26％増を記

録、すでに受注

は拡大に転じ、

2020 年は大幅

増 が 期 待 さ れ

る。更に 2021 年
は 2020 年の受

注増を受けて改

めて市場が伸長

し、2020 年予測

比 10％増の 668 
億㌦を見込み、

2018 年の過去

最高金額の 644 
億㌦を更新する見

通しとしている。

しかしデータセン

タ投資拡大、IoT 
の本格普及、世界

的な 5G 普及に向

けてのインフラ投

資、5G スマート

フォン端末の本格

拡大が見込まれ、

さらに自動運転・

EV 等自動車産業

における半導体需要の高まりもあり、米中摩擦が激化した場合も、強弱の差はあれ拡大する

見通し。仮に米中冷戦といった事態に陥っても、ある意味で 2 つのディファクトスタンダ

ード化が進み、中国の半導体内製化投資、5G での欧米、中国の 2 重投資などが考えられ、

トータルとして半導体設備投資が加速するとみられ、実際は 2020 年比 20％以上の市場拡

大が期待される。


